
　2019年は、新たな被災地でこれまでの活動で得られ
た教訓や経験をどう活かせるか、そう考えることが多
かった一年でした。先日の某学会シンポでは、「復興で
得られたものを次の復興でどう活かすかの前に、平時
にどう活かすかが大事である」といった議論がありまし
た。復興だけを対象化してものを見てはいけないこと
を痛感しました。新たな年では、そうした意識をもちな
がら、孤立を防ぐコミュニティづくりなどの実践と理論
の深化に努めていきたいと思います。〈新井〉

10/6 　 清水沢東3号棟芋煮会
10/7 　 清水沢東集会所サークル懇談会
10/15　第3回理事会
10/19　荒井東住宅居住実態調査報告会
             錦町東住宅役員会
10/20　北浜住宅一斉清掃
             きたはま食堂（みやぎセントラルキッチン協力）
             あすと第三住宅みのり会草刈り＆芋煮
             玉浦西地区ハコビをつくろう！
10/26　北浜住宅役員会
10/28　高齢者サポートチームしおたがネットワーク会議
10/29　塩竈市ふれあいサポートセンターネットワーク会議
11/9 　 たいはく区民の会の集い登壇
             錦町食堂（仙台白百合女子大協力）
             錦町東住宅役員会
11/10　錦町東住宅芋煮会
11/23　伊達市炊き出しボランティアツアー
11/25　八本松児童館協働企画会議
12/7 　 伊達市炊き出しボランティアツアー
             錦町東住宅役員会
12/8 　 玉浦西地区花壇づくり＆芋煮会
12/14　北浜住宅役員会
12/15　シェアハウス長町南鍋パーティ
12/15　荒井東住宅役員会
12/17　第4回理事会
12/22　荒井東住宅クリスマス会
             錦町東住宅花壇の手入れ

No.13 2019

13
2019.12

2019年12月1日 現在（前号比）

36 24 491
（±0） （+1） （＋25）

災害公営住宅の集会所を「みんなの居場所」に
荒井東住宅・居住実態調査報告会

北浜住宅一斉清掃&食堂開催
伊達市炊き出しボランティアツアー

玉浦西・多世代交流活動
【団体紹介】株式会社ミツイ
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〈これまでの内容とこれからの予定〉

10/5  　あすと第三食堂（ほっと亭）

10/14　あすと第二食堂（仙台白百合女子大学）

11/2　  あすと第三食堂（仙台男子厨房に入ろう会）

11/16　あすと第二食堂（アルンさん）

12/22　あすと第三食堂（仙台白百合女子大学）

　

@グリーン（宮城大学ボランティアサークル）　　安全安心なまちづくり　　一般社団法人 日本て・あーて推進協会　　NPO法人 クラップス
NPO法人 アートワークショップすんぷちょ　　NPO法人 仙台傾聴の会　　NPO 都市住宅とまちづくり研究会

NPO法人 東日本ネットワーク手にぎり隊　　NPO法人 みやぎ「こうでねいと」　　株式会社 ミツイ　　共立女子大学 高橋研究室
グループひまわり　　CASEまちづくり研究所　　高齢者配食サービス「ほっと亭」　　今野不動産 株式会社

仙台白百合女子大学 佐々木研究室　　仙台南健康友の会　　つばさ薬局 長町店　　東北工業大学 新井研究室
東北大学 東日本大震災PGT支援機構　　東北福祉大学 平泉研究室　　東北学院大学 坂本研究室　　都市建築設計集団/UAPP

長崎大学 安武研究室　　日本ヨーガ療法学会 認定療法士会みやぎ
宮城厚生協会 長町病院　　みやぎ生活協同組合　　宮城大学 森本研究室　　有限会社 栗駒建業

佐々木 裕子
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つながりには
多様性

　つなセンでは、災害公営住宅の集会
所は、孤立を防ぐ「みんなの居場所」とな
る貴重な地域資源であると考えていま
す。しかし、被災各地では、管理運営がう
まくいかず、あまり使われていない実情
が浮かび上がっています。そこで今回
は、つなセンが考える集会所が「みんな
の居場所」となるための基本条件と管理
運営方法のポイントをお伝えします。

いました。その頃、各団体からは、参加
者が固定客化してつながりが広がらな
いという声が多く聞かれました。一方
で、参加者はそれぞれの活動で少しず
つ顔ぶれが異なっていました。「この人
がいるお茶会には参加したいけど、あ
の人がいるのにはねぇ・・・」とつぶやく
方もいました。要するに、あすと長町で
は、個々の活動は固定客化していても、
多様な主体が活動していたため、多様
な相性が存在し、結果的に多様なつな
がりが生まれていたのです。まさに「み
んなの集会所」という状況が出現して
いました。そうしたことから、集会所はで
きるだけ外部に開いて「つながりの多
様性」を確保できるよう工夫していくこ
とが大事なんだと、私たちは思うに至り
ました。
　では、「みんなの居場所」とするため
の具体的な管理運営のポイントには、
どういった方法があるのでしょうか。

　集会所には水光熱費などの維持費がかかります。これを自治会
費から払っていくと、なるべく利用を控えようという力学が働いてし
まいます。それを防ぐには、利用料を設定し、予約して利用する人

（団体）にも維持費を負担してもらうことが大事になります。すでに
料金制を採用している公営住宅も少なくありません。それらは半日
300円～500円程度が多いようです。

受益者負担の
利用料金制 No.13 株式会社ミツイ

　株式会社ミツイは2014年に設立し、「生まれてから最期
までをサポートする」を理念に保育、障害者支援、高齢者介
護など多世代に渡るサービス事業を展開しています。つな
センが活動しているあすと長町第二市営住宅の向かい側
には、運営するりっきーぱーく保育園があり、先日のハロ
ウィンには園児達が仮装して、集会所で開催中の「カフェラ
ンラン」に遊びに来てくれました。同場所で開催中の「すん
ぷちょ食堂」には、りっきーぱーくの先生方がお仕事終わり
にご家族で参加され、住民と一緒に食卓を囲むなど、世代
を超えてゆるやかな交流が始まっています。
　また、事業の多様性だけでなく、従業員の働き方、キャリ
ア形成にも様 な々工夫を凝らし、その取り組みが高く評価
され、仙台『四方よし』企業大賞や、グッドキャリア企業ア
ワード2019では厚生労働大臣表彰を受賞されました。ゼネ
ラルマネージャーの佐藤大介さんからは「同じ地域にある
仲間として、今後も様 な々連携を図りながら地域活性化に
取り組んでいけたら幸いです」とコメント頂きました。

　台風19号被災地支援として、日本インターナショナル・サポート・プログラ
ム（JISP）、アートワークショップすんぷちょの協力を得て、炊き出しボランティ
アを実施しました。伊達市は、阿武隈川の支流である広瀬川の氾濫により約
1,000棟の家屋で床下・床上浸水。集約され市内唯一となった梁川寿健康セ
ンターの避難所には11月時点で100名近い方が寝泊まりをされていました。

おにぎりやお弁当の食事が続いて
いるとのことで、11月はおしるこ、12
月はお雑煮を炊き出しました。お雑
煮はあすと食堂で活躍しているほっ
と亭の皆さんに足を延ばしていただ
き50食を準備。温かい汁物とつき立
てのお餅を喜んでいただきました。

北浜住宅一斉清掃&食堂開催 伊達市炊き出しボランティアツアー

下足のままで気軽に入ることができる集会所は、いろんな世代が集まります。（あすと長町市営住宅）▲

　つなセンでは、災害公営住宅の支援に入るにあたり、お住まいの方 の々
属性やコミュニティの状況等を把握するため、はじめに居住実態調査を
行っています。荒井東住宅でも今年8月に全298世帯を対象としたアンケー
ト調査を行い（回収率64.4％）、10月に報告会を開催しました。調査結果で
は、日常生活の中で気軽に会話する相手が「特にいない」という回答が4

割近く、また集会所を利用したこと
がない方が66%に上るなど、他の
住宅と比してもコミュニティ形成が
進んでいない状況が明らかになり
ました。今後は、集会所での居場所
づくり等を通じて、つながりをつくる
取り組みを支援していきます。
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玉浦西・多世代交流活動

　玉浦西地区では、集会所の利用
促進と多世代交流のための支援を
行っています。まずは若年層が興味
を持つイベントの企画・参加を促し、
若年層の親が同伴することで、親同
士の交流を図ることもできると考え
ました。また企画するイベントの内容
でも、色 な々年齢層が楽しめることを目的に、普段は触れることの少ないダ
ンボールや廃材を活用したり、昔遊びの駒回しやお手玉・カルタを行ったこ
とで、じっちゃんばっちゃんも遊びに加わり、子供たちに手ほどきをしてもら
いました。子供たちが苦戦する中「さすがじっちゃんばっちゃん」「じっちゃん
ばっちゃん、すごい」といった交流をつくこともできたと感じています。

居場所ブックレットを
配布してます！

　その他にも、予約を簡便にして利用を促進する方法、鍵の開閉の
煩わしさを解消する方法など、大事なポイントがいくつかあります。
ここでは紙面が限られるため、それらを簡潔にまとめた居場所づく
りブックレットを発行してますので、ご関心のある方は、つなセン事
務局までお問い合わせください。

▲季節の行事も集会所で。七夕かざりづくりを楽しみ
　ました。（あすと長町仮設住宅集会所）

　つなセンの取り組みの原点でもある
「あすと長町仮設住宅（仙台市）」では、
ほぼ毎日、様々な外部団体によって集
会所でお茶会やイベントが開催されて
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　10月20日、北浜住宅にて一斉清掃
が開催され、住民約20名が集まりま
した。階ごとに班長が指揮を取り、共
用廊下や階段、エレベーターホール
などを清掃しました。住民からは、初
めて顔を合わせる人もおりよい交流
になったとの声が聞かれました。お
昼からは集会所にてきたはま食堂が開かれました。メニューは天津飯とサ
ラダ、スープ、デザート。仙台を中心に高齢者施設などへ給食サービスを
行っているみやぎセントラルキッチンのシェフたちが料理の腕をふるいまし
た。これまでで最多となる16名の住民が来店し、食事後も会話を楽しむ姿が
みられ、少しずつ集会所が住民の居場所となってきています。

荒井東住宅・居住実態調査報告会

▲ブックレットでは、集会所を活用した居場所づくりのハード・ソフトのポイントを分かり
　やすく紹介しています。

▲復興住宅計画提案づくりのワークショップの様子。
　日ごろから集まるご近所さんとともに、将来像を共
　有します。（あすと長町仮設住宅集会所）


